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石和温泉地域における地域活性化に関する調査

○（調査の背景・目的）
石和温泉は鉄道や高速道路など首都圏からのアクセス性もよく、団体向け
の温泉観光地として発展してきたが経済情勢の変化や観光客のニーズの多
様化などもあり、全国的に温泉観光地の宿泊客数の減少がみられるように
なり、石和・春日居温泉地域においてもかつての賑わいや活気が失われつ
つある。こうした背景を踏まえ、本調査は民間事業者の施設整備と連携し
た笛吹市石和温泉地域の活性化実現に向け、観光客（外国人含む）及び市
民等のニーズや現地状況について調査を行い、この結果を基にマーケティ
ング施策、整備効果検討のほか、アクセス道路・公園整備概略検討（基盤
整備）を行ったものである。

基盤整備の見込み・方向性
アクセス道路整備については、現状の課題や実現の難
易、未整備地の利活用と合せた課題解決の可能性等を
総合的に勘案し、基盤整備として①労報橋架け替え、
②未整備地東側道路の拡幅、③未整備地内における接
続道路整備を行い、課題の解消を図ることが有効であ
ると判断した。基盤整備の時期については、未整備地
の利活用を含め、東京オリンピックによる観光客増を
見込み、平成27年度から概算設計を行い～平成29年
度中の完成及び供用開始を目標に定めた。

（調査の手順）

鵜飼実演の様子

温泉街

 1.調査計画の立案 

2.観光客（外国人含む）及び

市民等のニーズの把握・現

地の状況調査 

・民間事業者による誘客施

設・公園整備等に対するニ

ーズ調査（1,000 サンプル

以上） 
・いさわ鵜飼の活用策 等 

3.河川及び温泉利活用等マ

ーケティング・整備効果検

討調査 

・先進事例調査 
・マーケティング施策検討 
・笛吹川、近津用水、その他

地域資源を活用した整備

効果検討（ミズベリングプ

ロジェクトにも着目） 

4.アクセス道路・公園整備概

略検討調査（基盤整備） 

・アクセス道路・街路等に係

る調査・検討（広域来訪者

及び温泉街周辺に着目し

調査・検討） 
・未整備地における空間整備

概略検討 
・概算工事費の算出 

調査結果とりまとめ 

今後の課題
マーケティング施策
○民間事業者の参画の見通し等を踏まえた施設整備、
運営体制等について具体化していく。
○アクセス道路検討
現状の道路交通への影響等を考慮し、詳細検討を行う
○未整備地利活用
付加価値を与える工夫（魅力付け）が必要である。

調査結果
①観光客及び市民等のニーズの把
握・現地状況調査
商業施設やマルシェ、公園、緑地

を望む声が多く、外国人は体験型施
設、空間整備に対するニーズが高い。
現地状況調査では、幅員の狭い道路
が多く観光バス等に支障を与えてい
る。

石和
温泉駅

石和・春日居温泉地域における施設整備に対する意向（ＷＥＢ調査）

・水辺を眺めて飲食を楽しめるエリア
・ほうとう作り等を体験できるエリア
・水辺の遊歩道と一体的に整備

①労報橋架け替え

③接続道路の整備

②既設道路
の拡幅

温泉街の魅力の向上、
新たな観光資源の創
出を図り、イベントの場
等としての利用を通じ
て賑わいを創出する。

近津用水のイルミネー
ション実施イメージ

・家族住民や家族連れ旅行客等が
憩い、集う賑わいのあるエリア
・病院や健康増進施設利用者のリ
ハビリ等の場としても活用

・歴史を学び、体験することが
できる民間による誘客施設
（ミュージアム）エリア

・地域の特産品を楽しめるエリア
・用水沿いを散策できる遊歩道と
一体整備 ・足湯カフェ、体験施設、マル

シェなど

実施後

現状

②河川利活用調査 ③アクセス道路検討調査
























